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対応OS
Windows Vista・XP（ドングル側の対応OSに依存します）

対応機種
HIDプロファイルに対応したBluetooth機器

SKB-BT10BK/R

Bluetoothキーボード
取扱説明書

09/06/TTDaU

2009.6現在

最新の情報はインターネットで！!  http://www.sanwa.co.jp/

■サポート情報
■ドライバのダウンロード
■よくある質問（Q&A）
■各種対応表

▼“サポート&ダウンロード”コーナーへ▼トップページから

ご質問、ご不明な点などが
ございましたら、ぜひ一度、
弊社WEBサイトをご覧ください。

など、最新情報を随時更新しています。
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はじめに

取扱い上のご注意

このたびは、Bluetoothキーボード「SKB-BT10BK・R」をお買い上げいただき誠にありがと
うございます。
本製品は、最新のBluetoothテクノロジを採用のワイヤレス日本語キーボードです。（標準キ
ーの配列は、106日本語キーボードに準拠しています。）

※本製品をご使用になる前に必ずこのマニュアルをよくお読みください。

●本書の内容を許可なく転載することは禁じられています。
●本書の内容についてのご質問やお気づきの点がございましたら、お買い求めの販売店また
は弊社までご連絡ください。
●本書の内容については予告なしに変更することがございます。
●本書に記載しているソフトウェアの画面やアイコンなどは実際のものと異なることがあります。

●航空機内でのご使用は、計器に影響を及ぼす可能性があるのでご使用にならないでください。
●本製品は電気で動作しておりますので、発火する危険があります。万一煙が出たり変なにお
いがした場合は、本製品及び接続しているコンピュータや機器の電源を切り、お買い上げの
販売店又は、弊社までご連絡ください。

●本製品のカバーを開けたり、分解しないでください。
　▲故障や感電の原因となることがあります。
●濡れた手で本製品に触らないでください。
　▲感電する恐れがあります。
●本製品内部に液体、金属などの異物が入らないようにしてください。
　▲感電や火災、故障の原因となることがあります。
●本製品に強い振動や衝撃を与えないでください。
　▲故障・破損などの原因となることがあります。
●本製品を水分や湿気の多い場所、直射日光の当たる場所、ほこりや湯煙などの多い場所、車
中や暖房器具のそばなどの高温となる場所に設置したり、保管しないでください。

　▲故障・感電などの原因となることがあります。
●本製品を重ねて設置したり、本製品の上に重いものを置かないでください。
　▲火災や故障の原因となることがあります。
●本製品は不安定な場所に設置したり、保管しないでください。
　▲落下により故障・破損の原因となることがあります。
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取扱い上のご注意（続き）

●本製品を使用中に発生したデータやプログラムの消失についての保証はいたしかねます。
　▲定期的にバックアップを取るなどの対策をあらかじめ行ってください。
●本製品のお手入れをする場合には、ベンジンやシンナーなどの揮発性有機溶剤が含まれて
いるものは使用しないでください。

　▲塗装を痛めたり、故障の原因になることがあります。乾いた柔らかい布で乾拭きしてください。
●本製品は医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器などの人命に関わ
る設備や機器、及び高度な信頼性を必要とする設備や機器やシステムなどへの組み込みや
使用は意図されておりません。これらの用途に本製品を使用され、人身事故、社会的障害な
どが生じても弊社はいかなる責任も負いかねます。

●本製品は日本国内用に作られております。日本国外の規格等には準拠しておりません。

本製品を使用する際の注意
本製品は2.4GHz周波数帯域を使用しています。
Bluetoothは2.4GHz無線機器や無線LAN機器と同じ周波数帯域であり、同じ周波数帯域を使用
する他の機器に影響を与えることがあります。

この機器の使用周波数帯域は2.4GHz帯です。この周波数では電子レンジ等の産業・
科学・医療機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等で使用されている免許
を要する移動体識別用の構内無線局、免許を要しない特定小電力無線局、アマチュア
無線局等（以下「他の無線局」と略す）が運用されています。

1.この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないことを確認して
ください。
2.万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合には、速やかにこ
の機器の使用チャンネルを変更するか、使用場所を変えるか、又は機器の運用を停
止（電波の発射を停止）してください。
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特長

●最新のBluetoothテクノロジを採用
●キーボードの角度調節用スタンド付き
キーボードの底面には、キーボードの角度（高さ）が調節できるようにチルトスタンド（ツメ）
が2カ所についています。お好みによって入力しやすいように、どちらかのポジションを選ん
でください。

快適な使用方法
●手首はまっすぐにのばし､指は少し曲げた状態にしてください。
●手はキーボード上で肘に対して少なくとも90°以上になるようにしてください。
●肩に力を入れたり､肩をすくめたりせず､余分な力を入れないでください。
●15分間タイプする度に､1～2分休憩をとってください。
●腕や肘を休めるため､手置き台(ハンドレスト)や肘付椅子の併用をしてください。
●画面を見るときは、心持ち目線が下がるように椅子の高さを調節してください。
●窓より少なくとも2mは離れて､自然光の入ってくる場所で､画面のコントラストを調節して
ください。画面にはCRTフィルタを装着することをお奨めします。
●キーボード底面には、キーボードの角度（高さ）が調節できるようにツメが2カ所についてい
ます。お好みによって入力しやすい角度を選んでください。

注意 スタンドを立てるときには、必ず両方のスタンドを立ててください。スタンドは完
全に立てるか､全く立てないかのどちらかにしてください。中途半端な状態では
使用しないでください。

Battery
LED：バッテリ残量が低下すると
　　 LEDが点灯します。

マルチメディアショートカットキー
※Windows2000・Meにおいて
　「電卓」機能のみ動作しません。

消音 / PCが再生している音楽音声を消します。もう一度押すと解除します。
ボリューム－ / ボリュムを下げます。
ボリューム+ / ボリュムを上げます。
再生・一時停止 / 音楽や動画を再生します。再生中に押すと一時停止となります。
音楽プレーヤー / 標準設定されている音楽ソフトを起動します。
インターネット / 標準設定されているインターネットブラウザを起動します。
メール / 標準設定されているメールソフトを起動します。
お気に入り / インターネットのお気に入りを表示します。
休止 / 休止モードに入ります。
電卓 / Windowsに標準インストールされている電卓ソフトを起動します。

……
…
…
…
……
……
……
……
……
……
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特長（続き）

電池の取付け方法

キーボード裏面の電池ケースを開け、付属の単四乾電池を2本入れてください。

●キーボードの電池の寿命について
　１日8時間使用で約2ヶ月（アルカリ電池使用時）

注意 ※使用環境により使用範囲が短くなることがあります。
※スチール製の机の上では正しく動作しないことがあります。
※ノートパソコンや各メーカー純正キーボードのファンクションキーにあらかじめ割り付
けられている特殊機能（画面の明度調整やボリュームのアップダウンなど）は、このキー
ボードからは操作できません。

電池ケース
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弊社製MM-BTUD～等のTOSHIBA社製 Bluetooth Stackを使ってキーボードを動作させる
時の設定方法を説明いたします。（ソフトのバージョンにより若干表示が異なる場合があります）

①タスクトレイのBluetoothアイコン　　を右クリックし、
「Bluetooth設定」を選択します。

Bluetooth機器との接続（ペアリング）方法 TOSHIBA社製 Bluetooth Stack使用時

②画面上の「新しい接続」をクリックしてください。

③本製品の裏面にあるRESETボタンを押し、キーボードを探索可能（ペアリングモード）な状態
にします。その間BatteryのLEDが点滅します。

　画面上の「エクスプレス（おすすめ）（E）」にチェック
が入っていることを確認し、次へをクリックしてく
ださい。

クリック

LEDが点滅しますRESETボタン

5

受信距離

※ただし、金属製の机など電波障害のおこりやすい環境でのご使用の場合、
　受信距離が短くなる場合があります。

半径1.5m

半径10m
（Bluetooth Class2）従来のワイヤレス

（27MHz）

本製品のワイヤレス
（Bluetooth Class2）

Bluetoothドングル・Bluetooth機器とキーボード受信距離は最大約10mです。
（障害物のない、直線距離の環境において）
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⑤パスコード入力の画面が表示されます。
　携帯電話側のキーで任意の数字を入力し
　（例：0000）、「次へ」をクリックしてください。
　※パスコードは数字を入力してください。

Bluetooth機器との接続（ペアリング）方法 Windows Mobile 使用時（続き）

⑥処理中のマークが表示されている間に、先ほ
ど入力した任意の数字（例：先ほど「0000」と
押していれば、キーボードのキーで「0000」
を入力）と同じ数字をキーボードで入力し、キ
ーボードの「Enter」キーを押してください。

⑦パスコードが正しく入力されるとキーボード
が正常に認識されます。「完了」をクリックす
ると、キーボードが動作するようになります。

⑧パスコードに間違いがあった場合、接続に失
敗します。もう一度「⑤」からやり直してくださ
い。

このマークが出ている間に
キーボード側の数字キーを押す。
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WILLCOM社製 WILLCOM03（WS020SH）等、Windows Mobileを搭載した機器を使っ
てキーボードを動作させるときの設定方法を説明いたします。

①「スタート」をクリックし、「設定」をクリックし
ます。

Bluetooth機器との接続（ペアリング）方法 Windows Mobile 使用時

②「接続」タグをクリックし、「Bluetooth」を
　クリックします。

③本製品の裏面にある電源スイッチをONにし
RESESTボタンを押し、キーボードを探索
可能（ペアリングモード）な状態にします。そ
の間Connect/BatteryのLEDが点滅しま
す。キーボードのLEDが点滅していること
を確認し、「新しいデバイスの追加」をクリッ
クします。

④「SKB-BT10」を選択し、「次へ」をクリック
してください。

クリック

クリック

クリック

クリック
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Bluetooth機器との接続（ペアリング）方法 TOSHIBA社製 Bluetooth Stack使用時（続き）

⑤画面に表示されたパスキーを入力し
「Enter」を押してください。（パスキーは
毎回変化します。）

⑥以上でキーボード接続（ペアリング）完了です。
　Bluetooth設定画面上に「SKB-BT10」が
表示されていれば正常に認識されました。

パスキー入力の際は本製品のキー
ボード数字部分を押してください。
数字を押した後「Enter」を押して
ください。

注意①

パスキーを入力した際、入力された
文字は画面に表示されません。

注意②

④キーボードが正しく検出された場合、デバ
イス名の所に「SKB-BT10」と表示され
ます。「SKB-BT10」を選択し「次へ」を
クリックしてください。
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WILLCOM社製 WILLCOM D4（WS016SH）等IVT社製BlueSoleilを搭載した機器を使っ
てキーボードを動作させるときの設定方法を説明いたします。

①タスクトレイに表示されている　　マークを右クリッ
クし、「Bluetooth Placeを探索する」をクリックし
ます。

Bluetooth機器との接続（ペアリング）方法 IVT BlueSoleil 使用時

②本製品の裏面にある電源スイッチをONにしRESET
ボタンを押しキーボードを探索可能（ペアリングモー
ド）な状態にします。その間Connect/Batteryの
LEDが点滅します。キーボードのLEDが点滅してい
ることを確認し、「デバイスの検索」をダブルクリック
します。画面上に「SKB-BT10」が表示されるので
それをダブルクリックします。

1.Bluetooth Place を使用する場合

①本製品の裏面にある電源スイッチをONにしRESET
ボタンを押しキーボードを探索可能（ペアリングモー
ド）な状態にします。その間Connect/Batteryの
LEDが点滅します。キーボードのLEDが点滅してい
ることを確認し、「デバイスの検索」をダブルクリック
します。画面の中心にあるオレンジ色の丸をダブル
クリックします。キーボードのマークが表示されま
す。

②画面上部のマウスのアイコンをダブルクリックします。

③パスキーの入力画面が表示されます。表示されて
いるパスキーを本製品を使って入力します。パスキ
ーを入力した後「Enter」キーを押してください。
（パスキーは毎回変化します。）

2.クラシックビュー表示の場合

以上でペアリング完了です。

ダブルク
リック

ダブルク
リック

ダブルク
リック
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Q＆A

Q.キー入力ができない。
A.本製品はキーボード入力後約2時間でスリープモードに入り、Bluetoothの通信を切断します。
　再接続する際は、通信が切断された状態でキー入力を行うと再びキー入力が可能となります。
　再接続には5～30秒程度の時間がかかります。

Q.Bluetooth内蔵PCで本製品が動作しない。
A.Bluetoothは互換性の問題により動作しない場合があります。
　その場合、サンワサプライ製USB Bluetoothレシーバーをご使用ください。

Q.本製品を使用すると、Bluetooth機器の音声が途切れる。
A.本製品とBluetooth対応のヘッドホン・ヘッドセット・スピーカーなどの音楽、音声機器を同時
に使用した場合、音楽や音声が途切れる場合があります。

Q.PC起動時にパスワード・ユーザー名が入力できない。
A.PCの電源を切断すると、Bluetoothの通信を切断します。再接続する際は、通信が切断さ
れた状態でキー入力を行うと再びキー入力が可能となります。

Q.Bluetoothの接続に失敗する
A.Bluetoothの設定画面から本製品を一度削除し、再接続を行ってください。

Q.ドングルを抜き差しした後、キーボードが動作しない。
A.Bluetoothドングルを抜いて、接続しなおした後Bluetoothの通信が確立するまで20秒程
度かかる場合があります。

Q.Bluetooth搭載携帯電話で本製品を使用できない。
A.Bluetooth搭載の場合でも、HIDプロファイル（入力機器プロファイル）を持たない携帯電
話で本製品を使用することはできません。詳しくは各携帯電話メーカーにお問い合わせくだ
さい。
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キーボードの使用方法

●Bluetoothの設定画面が以下の表示の時、キーボードは使用できます。

●Bluetoothの設定画面が以下の表示の時、キーボードはスリープ状態になっています。

＊この場合、キーボードのいずれかのキーを押すとスリープ状態が解除されます。
＊スリープ状態が解除されるまでに数秒かかる場合があります。
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ハードウェア環境チェック

製品には万全を期しておりますが、万一故障が発生したり、動作上の不具合がございましたら、保証
書の所定の項目をご記入していただくと共に、下記のチェック欄も合わせてぜひご記入ください。
より適切に、より速く対応させていただく為には、お客様のパソコン利用環境が必要です。
ぜひご協力ください。

パソコン機種

同時に使用して
いる周辺機器

メーカー名
型  番
C P U

(　　　　　　　　　　　　　　)
(　　　　　　　　　　　　　　)
(　　　　　　　　　　　　　　)

O S (　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　)

故障・不具合の頻度
(例:3日間に1回)

いつも  ・  時々

故障・不具合の現象
(例:特定の『A』キーの入力ができない。)

故障・不具合の発生条件
(例:特定のアプリケーション『○○○』を使用した時)

いつも  ・  この条件のとき

接続概略図
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ハードウェア仕様

キー数・キーピッチ
キーストローク・動作力
ワイヤレス方式
消費電流
バッテリー寿命
サイズ・重量
対応機種・OS
付属品

108+ホットキー10・19mm
3.0±0.5mm・55±10g
RF2.4GHz
動作時4.5mA
連続動作時間約2ヶ月　※1日8時間使用時(アルカリ電池使用時)
W450×D165×H18mm・約650g(電池含まず)
DOS/V(Windows搭載)パソコン　Windows Vista ・ XP
単四乾電池×2本、取扱説明書

【キーボード仕様】

適合規格
伝送方式
周波数変調方式
通信距離
送信出力
対応機種
対応OS

Bluetooth Ver.2.0
FHSS
GFSK
最大約10m（使用環境により異なります）
Class 2
HIDプロファイルに対応したBluetooth機器
Windows Vista・XP（ドングル側の対応OSに依存します）

【Bluetooth仕様】

※ノートパソコンや各メーカー純正キーボードのファンクションキーにあらかじめ割付けられて
　いる特殊機能（画面の明度調整やボリュームのアップダウンなど）はこのキーボードからは操
　作できません。
※付属の乾電池は動作テスト用です。


